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最終頁に続く

( 5 7 ) 【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 複 数 の 部 品 の 少 な く と も 一 部 に よ り 組 み 立 て ら れ た 第 １ 形 態 と 前 記 複 数 の 部 品 の 少 な く  
と も 一 部 に よ り 組 み 立 て ら れ 前 記 第 １ 形 態 と は 異 な る 第 ２ 形 態 と に 可 逆 的 に 変 化 可 能 な 組  
立 玩 具 で あ っ て 、
　 前 記 複 数 の 部 品 は 、 前 記 第 １ 形 態 の 外 周 の 少 な く と も 一 部 分 を 構 成 す る 第 １ 部 品 お よ び  
第 ２ 部 品 と 、 前 記 第 １ 部 品 お よ び 前 記 第 ２ 部 品 と は 異 な る 第 ３ 部 品 と 、 を 含 み 、
　 前 記 第 １ 形 態 に お い て 、 前 記 第 １ 部 品 は 、 前 記 第 ２ 部 品 に 取 り 付 け 可 能 で あ り 、
　 前 記 第 ２ 形 態 に お い て 、 前 記 第 ３ 部 品 は 、 前 記 第 ２ 部 品 に 取 り 付 け 可 能 で あ り 、
　 前 記 第 ２ 形 態 に お い て 前 記 第 ２ 部 品 に 前 記 第 ３ 部 品 を 取 り 付 け る 取 付 部 の 少 な く と も 一  
部 は 、 前 記 第 １ 形 態 に お い て 前 記 第 １ 部 品 で 覆 わ れ 、
前 記 第 １ 部 品 は 、 前 記 第 ２ 形 態 の 少 な く と も 一 部 分 を 構 成 す る 、
　 組 立 玩 具 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 第 １ 形 態 に お い て 、 前 記 組 立 玩 具 は 、 収 容 部 を 備 え 、
　 前 記 第 １ 部 品 お よ び 前 記 第 ２ 部 品 は 、 前 記 収 容 部 の 少 な く と も 一 部 を 構 成 し 、
　 前 記 第 ３ 部 品 は 、 前 記 収 容 部 へ 収 容 可 能 で あ る 、
　 請 求 項 １ に 記 載 の 組 立 玩 具 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 複 数 の 部 品 は 、 前 記 第 １ 部 品 、 前 記 第 ２ 部 品 お よ び 前 記 第 ３ 部 品 と は 異 な る 第 ４ 部  

請求項の数　16　（全14頁）
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品 を 含 み 、
　 前 記 第 １ 形 態 に お い て 、 前 記 第 ４ 部 品 は 、 前 記 収 容 部 に 収 容 可 能 で あ り 、
　 前 記 第 ２ 形 態 に お い て 、 前 記 第 ４ 部 品 は 、 前 記 第 ３ 部 品 に 取 り 付 け 可 能 で あ る 、
　 請 求 項 ２ に 記 載 の 組 立 玩 具 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 複 数 の 部 品 は 、 前 記 第 １ 部 品 、 前 記 第 ２ 部 品 お よ び 前 記 第 ３ 部 品 と は 異 な る 第 ５ 部  
品 を 含 み 、
　 前 記 第 １ 形 態 に お い て 、 前 記 第 ５ 部 品 は 、 前 記 第 １ 形 態 の 外 周 の 少 な く と も 一 部 分 を 構  
成 し 、
　 前 記 第 ２ 形 態 に お い て 、 前 記 第 ５ 部 品 は 、 前 記 第 ２ 形 態 を 構 成 す る 土 台 と な る 、
　 請 求 項 １ ～ ３ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 組 立 玩 具 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 第 ５ 部 品 は 、 環 状 の 部 品 で あ る 、
　 請 求 項 ４ に 記 載 の 組 立 玩 具 。
【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 複 数 の 部 品 は 、 前 記 第 １ 部 品 、 前 記 第 ２ 部 品 、 前 記 第 ３ 部 品 お よ び 前 記 第 ５ 部 品 と  
は 異 な る 第 ６ 部 品 を 含 み 、
　 前 記 第 ２ 形 態 に お い て 、 前 記 第 ２ 部 品 お よ び 前 記 第 ５ 部 品 は 、 前 記 第 ２ 部 品 と 前 記 第 ６  
部 品 と の 間 に 開 放 部 が 形 成 さ れ た 状 態 で 連 結 し 、
　 前 記 第 １ 形 態 に お い て 、 前 記 第 ６ 部 品 は 、 前 記 開 放 部 を 閉 塞 す る よ う に 前 記 第 １ 形 態 の  
外 周 の 少 な く と も 一 部 分 を 構 成 す る 、
　 請 求 項 ４ ま た は ５ に 記 載 の 組 立 玩 具 。
【 請 求 項 ７ 】
　 前 記 第 ２ 形 態 に お い て 、 前 記 第 ６ 部 品 は 、 前 記 前 記 第 ３ 部 品 に 取 り 付 け 可 能 で あ る 、
　 請 求 項 ６ に 記 載 の 組 立 玩 具 。
【 請 求 項 ８ 】
　 前 記 複 数 の 部 品 は 、 前 記 第 １ 部 品 、 前 記 第 ２ 部 品 お よ び 前 記 第 ３ 部 品 と は 異 な る 第 ７ 部  
品 を 含 み 、
　 前 記 第 １ 形 態 に お い て 、 前 記 第 ７ 部 品 は 、 前 記 第 １ 形 態 の 外 周 の 少 な く と も 一 部 分 を 構  
成 し 、
　 前 記 第 ２ 形 態 に お い て 、 前 記 第 ７ 部 品 は 、 前 記 第 ２ 部 品 に 取 り 付 け 可 能 で あ る 、
　 請 求 項 １ ～ ６ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 組 立 玩 具 。
【 請 求 項 ９ 】
　 前 記 第 ２ 形 態 に お い て 、 前 記 第 ２ 部 品 は 、 前 記 第 ７ 部 品 に 取 り 付 け 可 能 で あ る 、
　 請 求 項 ８ に 記 載 の 組 立 玩 具 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 前 記 複 数 の 部 品 は 、 前 記 第 １ 部 品 、 前 記 第 ２ 部 品 お よ び 前 記 第 ３ 部 品 と は 異 な る 第 ８ 部  
品 を 含 み 、
　 前 記 第 １ 形 態 に お い て 、 前 記 第 ８ 部 品 は 、 前 記 第 １ 形 態 の 外 周 の 少 な く と も 一 部 分 を 構  
成 し 、
　 前 記 第 ２ 形 態 に お い て 、 前 記 第 ８ 部 品 は 、 使 用 さ れ な い 、
　 請 求 項 １ ～ ９ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 組 立 玩 具 。
【 請 求 項 １ １ 】
　 前 記 第 １ 形 態 は 、 転 動 可 能 な 形 態 で あ る 、
　 請 求 項 １ ～ １ ０ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 組 立 玩 具 。
【 請 求 項 １ ２ 】
　 前 記 第 ２ 形 態 は 、 形 象 物 を 構 成 す る 、
　 請 求 項 １ ～ １ １ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 組 立 玩 具 。
【 請 求 項 １ ３ 】
　 前 記 形 象 物 は 人 形 体 の 少 な く と も 一 部 分 を 構 成 し 、
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　 前 記 第 ２ 形 態 に お い て 、
　 前 記 第 １ 部 品 は 、 前 記 人 形 体 の 肩 部 の 少 な く と も 一 部 分 を 構 成 し 、
　 前 記 第 ２ 部 品 は 、 前 記 人 形 体 の 胸 部 の 少 な く と も 一 部 分 を 構 成 し 、
　 前 記 第 ３ 部 品 は 、 前 記 人 形 体 の 頭 部 の 少 な く と も 一 部 分 を 構 成 し 、
　 請 求 項 １ ２ に 記 載 の 組 立 玩 具 。
【 請 求 項 １ ４ 】
　 前 記 第 １ 形 態 に お い て 、 前 記 第 １ 部 品 は 、 前 記 取 付 部 の 少 な く と も 一 部 分 を 用 い て 前 記  
第 ２ 部 品 に 取 り 付 け ら れ る 、
　 請 求 項 １ ～ １ ３ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 組 立 玩 具 。
【 請 求 項 １ ５ 】
　 前 記 第 ２ 部 品 に は 、 前 記 第 １ 部 品 の 取 り 付 け 位 置 を 所 定 の 位 置 に 案 内 可 能 な 位 置 決 め 部  
が 設 け ら れ る 、
　 請 求 項 １ ～ １ ４ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 組 立 玩 具 。
【 請 求 項 １ ６ 】
　 前 記 取 付 部 は 、 前 記 位 置 決 め 部 の 内 側 に 形 成 さ れ る 、
　 請 求 項 １ ５ に 記 載 の 組 立 玩 具 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 第 １ 形 態 と 前 記 第 １ 形 態 と 異 な る 第 ２ 形 態 と に 可 逆 的 に 変 化 可 能 な 組 立 玩 具  
に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 後 記 特 許 文 献 １ に は 、 ２ 個 の 半 球 状 部 材 か ら 成 る カ プ セ ル の 内 部 に 複 数 の 部 品 が 収 納 さ  
れ た 球 状 形 態 と 、 部 品 取 り 出 し 後 の カ プ セ ル と 複 数 の 部 品 と を 用 い て 構 成 さ れ た 人 形 形 態  
と に 、 可 逆 的 に 変 化 可 能 な カ プ セ ル 玩 具 が 開 示 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 前 記 の カ プ セ ル 玩 具 の カ プ セ ル 構 成 部 材 １ に は 、 部 品 の 少 な く と も 一 部 が 嵌 入 さ れ る 切  
欠 が 形 成 さ れ 、 カ プ セ ル の 内 部 に 複 数 の 部 品 が 収 納 さ れ た 球 状 形 態 に お い て 、 こ の 切 欠 が  
露 出 し た 状 態 で あ る た め 、 露 出 し た 切 欠 が カ プ セ ル と し て の 球 状 形 態 を 妨 げ る 要 因 と な っ  
て い る 。
【 先 行 技 術 文 献 】
【 特 許 文 献 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
【 文 献 】 特 開 平 ０ ７ － １ ４ ８ ３ ５ ８ 号 公 報
【 発 明 の 概 要 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 本 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 は 、 第 １ 形 態 か ら 第 ２ 形 態 へ の 変 化 可 能 な 組 立 玩 具 に お  
い て 、 第 １ 形 態 に お け る 形 状 に 与 え る 影 響 を 抑 制 可 能 な 組 立 玩 具 を 提 供 す る こ と に あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 本 発 明 に 係 る 組 立 玩 具 は 、 複 数 の 部 品 の 少 な く と も 一 部 に よ り 組 み 立 て ら れ た 第 １ 形 態  
と 前 記 複 数 の 部 品 の 少 な く と も 一 部 に よ り 組 み 立 て ら れ 前 記 第 １ 形 態 と は 異 な る 第 ２ 形 態  
と に 可 逆 的 に 変 化 可 能 な 組 立 玩 具 で あ っ て 、 前 記 複 数 の 部 品 は 、 前 記 第 １ 形 態 の 外 周 の 少  
な く と も 一 部 分 を 構 成 す る 第 １ 部 品 お よ び 第 ２ 部 品 と 、 前 記 第 １ 部 品 お よ び 前 記 第 ２ 部 品  
と は 異 な る 第 ３ 部 品 と 、 を 含 み 、 前 記 第 １ 形 態 に お い て 、 前 記 第 １ 部 品 は 、 前 記 第 ２ 部 品  
に 取 り 付 け 可 能 で あ り 、 前 記 第 ２ 形 態 に お い て 、 前 記 第 ３ 部 品 は 、 前 記 第 ２ 部 品 に 取 り 付  
け 可 能 で あ り 、   前 記 第 ２ 形 態 に お い て 前 記 第 ２ 部 品 に 前 記 第 ３ 部 品 を 取 り 付 け る 取 付 部  
の 少 な く と も 一 部 は 、 前 記 第 １ 形 態 に お い て 前 記 第 １ 部 品 で 覆 わ れ る 。 ま た 、 本 発 明 に 係  
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る 組 立 玩 具 は 、 複 数 の 部 品 の 少 な く と も 一 部 に よ り 組 み 立 て ら れ た 第 １ 形 態 と 前 記 複 数 の  
部 品 の 少 な く と も 一 部 に よ り 組 み 立 て ら れ 前 記 第 １ 形 態 と は 異 な る 第 ２ 形 態 と に 可 逆 的 に  
変 化 可 能 な 組 立 玩 具 で あ っ て 、 前 記 複 数 の 部 品 は 、 前 記 第 １ 形 態 の 外 周 の 少 な く と も 一 部  
分 を 構 成 す る 第 １ 部 品 お よ び 第 ２ 部 品 と 、 前 記 第 １ 部 品 お よ び 前 記 第 ２ 部 品 と は 異 な る 第  
３ 部 品 と 、 を 含 み 、 前 記 第 １ 形 態 に お い て 、 前 記 第 １ 部 品 は 、 前 記 第 ２ 部 品 に 取 り 付 け 可  
能 で あ り 、 前 記 第 ２ 形 態 に お い て 、 前 記 第 ３ 部 品 は 、 前 記 第 ２ 部 品 に 取 り 付 け 可 能 で あ り  
、 前 記 第 ２ 形 態 に お い て 前 記 第 ２ 部 品 に 前 記 第 ３ 部 品 を 取 り 付 け る 取 付 部 の 少 な く と も 一  
部 は 、 前 記 第 １ 形 態 に お い て 前 記 第 １ 部 品 で 覆 わ れ 、 前 記 第 １ 部 品 は 、 前 記 第 ２ 形 態 の 少  
な く と も 一 部 分 を 構 成 す る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 本 発 明 に 係 る 組 立 玩 具 に よ れ ば 、 第 １ 形 態 か ら 第 ２ 形 態 へ の 変 化 す る 組 立 玩 具 の 興 趣 性  
を 向 上 さ せ る こ と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
【 図 １ 】 図 １ （ Ａ ） は 本 発 明 を 適 用 し た 組 立 玩 具 の 第 １ 形 態 の 前 面 図 、 図 １ （ Ｂ ） は 同 上  
面 図 、 図 １ （ Ｃ ） は 同 下 面 図 、 図 １ （ Ｄ ） は 第 １ 形 態 に お い て 外 郭 体 の 内 部 空 洞 に 収 容 さ  
れ た 非 外 郭 構 成 部 品 を 示 す 図 １ （ Ａ ） 対 応 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 図 ２ は 図 １ に 示 し た 第 １ 形 態 の 分 解 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 図 ３ （ Ａ ） は 図 １ お よ び 図 ２ に 示 し た 第 １ 形 象 部 品 の 上 面 図 、 図 ３ （ Ｂ ） は 同 下  
面 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 図 ４ （ Ａ ） は 図 １ お よ び 図 ２ に 示 し た 土 台 部 品 の 上 面 図 、 図 ４ （ Ｂ ） は 同 下 面 図  
で あ る 。
【 図 ５ 】 図 ５ （ Ａ ） は 図 １ お よ び 図 ２ に 示 し た 第 ２ 形 象 部 品 の 上 面 図 、 図 ５ （ Ｂ ） は 同 下  
面 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 図 ６ （ Ａ ） は 図 １ お よ び 図 ２ に 示 し た 補 助 部 品 の 上 面 図 、 図 ６ （ Ｂ ） は 同 下 面 図  
で あ る 。
【 図 ７ 】 図 ７ （ Ａ ） は 図 １ お よ び 図 ２ に 示 し た 第 ３ 形 象 部 品 の 上 面 図 、 図 ７ （ Ｂ ） は 同 下  
面 図 で あ る 。
【 図 ８ 】 図 ８ （ Ａ ） は 図 １ お よ び 図 ２ に 示 し た 第 ４ 形 象 部 品 の 上 面 図 、 図 ８ （ Ｂ ） は 同 下  
面 図 で あ る 。
【 図 ９ 】 図 ９ （ Ａ ） は 図 １ お よ び 図 ２ に 示 し た 第 ５ 形 象 部 品 の 上 面 図 、 図 ９ （ Ｂ ） は 同 下  
面 図 で あ る 。
【 図 １ ０ 】 図 １ ０ （ Ａ ） ～ 図 １ ０ （ Ｃ ） は 図 １ に 示 し た 第 １ 形 態 を 第 ２ 形 態 に 変 化 さ せ る  
方 法 例 の 説 明 図 で あ る 。
【 図 １ １ 】 図 １ １ （ Ａ ） お よ び 図 １ １ （ Ｂ ） は 図 １ に 示 し た 第 １ 形 態 を 第 ２ 形 態 に 変 化 さ  
せ る 方 法 例 の 説 明 図 で あ る 。
【 図 １ ２ 】 図 １ ２ は 図 １ に 示 し た 組 立 玩 具 の 第 ２ 形 態 の 前 面 図 で あ る 。
【 図 １ ３ 】 図 １ ３ （ Ａ ） お よ び 図 １ ３ （ Ｂ ） は 図 １ お よ び 図 ２ に 示 し た 第 １ 形 象 部 品 お よ  
び 第 ４ 形 象 部 品 の 変 形 例 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 １ ４ 】 図 １ ４ （ Ａ ） お よ び 図 １ ４ （ Ｂ ） は 図 １ お よ び 図 ２ に 示 し た 第 １ 形 象 部 品 と 図  
１ ３ に 示 し た 第 １ 形 象 部 品 の 変 形 例 を 示 す 図 で あ る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 形 態 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 以 下 の 説 明 で は 、 便 宜 上 、 図 １ （ Ａ ） の 手 前 側 を 前 、 奥 側 を 後 、 左 側 を 右 、 右 側 を 左 、  
上 側 を 上 、 下 側 を 下 と 表 記 し 、 他 の 図 に つ い て も こ れ ら に 準 じ て 向 き を 表 記 す る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 図 １ ～ 図 １ ２ は 本 発 明 を 適 用 し た 組 立 玩 具 に 係 る も の で あ り 、 図 １ は 第 １ 形 態 Ｆ Ｒ １ を  
示 し 、 図 １ ２ は 第 ２ 形 態 Ｆ Ｒ ２ を 示 す 。 第 １ 形 態 Ｆ Ｒ １ は 、 転 動 が 可 能 な 形 態 、 具 体 的 に  
は 球 状 の 外 観 を 有 し て い る 。 転 動 可 能 な 形 態 と す る こ と で 、 例 え ば 、 自 動 販 売 機 で 販 売 可  
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能 な 形 態 と な る 。 な お 、 前 記 の 「 球 状 」 は 完 全 な 球 形 を 意 味 す る も の で は な く 、 自 動 販 売  
機 に 収 容 さ れ た 状 態 か ら 転 動 す る か た ち で 排 出 す る こ と が 可 能 な 形 状 で あ れ ば 多 少 歪 な も  
の や 表 面 凹 凸 が あ る 形 状 で あ っ て も 構 わ な い 。 ま た 、 転 動 が 可 能 な 形 態 と し て は 、 球 状 の  
他 に 、 円 筒 状 を 例 示 す る こ と が で き る 。 一 方 、 第 ２ 形 態 Ｆ Ｒ ２ は 、 後 記 土 台 部 品 １ ２ に よ  
る 自 立 が 可 能 な 形 態 、 具 体 的 に は 無 生 物 ま た は 生 物 を 摸 し た 外 観 を 有 す る 形 象 物 を 構 成 す  
る 。 な お 、 前 記 の 「 生 物 」 は 人 や 人 以 外 の 動 物 等 を 意 味 し 、 「 無 生 物 」 は 生 物 に 属 さ な い  
キ ャ ラ ク タ ー や 乗 り 物 や 建 物 や 食 べ 物 等 を 意 味 す る 。 ち な み に 、 図 １ ２ に 示 し た 第 ２ 形 態  
Ｆ Ｒ ２ は 、 キ ャ ラ ク タ ー （ ロ ボ ッ ト ） を 摸 し た 外 観 を 有 し て い る 。 こ の よ う に 、 例 え ば 、  
球 状 の 形 態 か ら 形 象 物 の 形 態 へ 変 形 可 能 と す る こ と で 、 組 立 玩 具 の 興 趣 性 を 向 上 さ せ る こ  
と が 可 能 で あ る 。 形 態 変 化 に お け る 興 趣 性 の 向 上 と い う 観 点 で は 、 第 １ 形 態 Ｆ Ｒ １ は 、 球  
状 の よ う な 転 動 可 能 な 形 態 以 外 に も 、 直 方 体 等 の 他 の 幾 何 学 的 な 立 体 形 状 と す る こ と で も  
同 様 の 効 果 が 得 ら れ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 図 １ に 示 し た 第 １ 形 態 Ｆ Ｒ １ は 、 複 数 個 の 外 郭 構 成 部 品 か ら 成 る 外 郭 体 （ 符 号 省 略 ） の  
内 部 空 洞 Ｆ Ｒ １ ａ に 外 郭 を 構 成 し な い 非 外 郭 構 成 部 品 が 収 容 さ れ た 形 態 で あ る 。 第 １ 形 態  
Ｆ Ｒ １ に お け る 組 立 玩 具 は 、 内 部 空 洞 Ｆ Ｒ １ ａ を 非 外 郭 構 成 部 品 の 収 容 空 間 と す る 収 容 部  
を 備 え 、 各 外 殻 構 成 部 品 が 収 容 部 の 少 な く と も 一 部 を 構 成 し て い る と も い え る 。 ま た 、 第  
１ 形 態 Ｆ Ｒ １ に お い て 、 各 外 殻 構 成 部 品 は 、 第 １ 形 態 Ｆ Ｒ １ の 外 周 の 少 な く と も 一 部 を 構  
成 す る 部 品 で あ る と も い え る 。 一 方 、 図 １ ２ に 示 し た 第 ２ 形 態 Ｆ Ｒ ２ は 、 複 数 個 の 外 郭 構  
成 部 品 の う ち の １ 個 が 後 記 土 台 部 品 １ ２ と し て 用 い ら れ 、 当 該 土 台 部 品 １ ２ に 他 の 外 郭 構  
成 部 品 と 前 記 非 外 郭 構 成 部 品 が 取 り 付 け ら れ た 形 態 で あ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 ま ず 、 図 １ ～ 図 ９ を 引 用 し て 、 外 郭 構 成 部 品 と 非 外 郭 構 成 部 品 に つ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 外 郭 構 成 部 品 は 、 椀 状 の 第 １ 形 象 部 品 １ １ （ 第 ２ 部 品 ） と 、 環 状 の 土 台 部 品 １ ２ （ 第 ５  
部 品 ） と 、 環 状 の 第 ２ 形 象 部 品 １ ３ （ 第 ７ 部 品 ） と 、 椀 状 の 補 助 部 品 １ ４ （ 第 ８ 部 品 ） と  
、 扇 状 の ２ 個 の 第 ３ 形 象 部 品 １ ５ （ 第 ６ 部 品 ） と 、 扇 状 の ２ 個 の 第 ４ 形 象 部 品 １ ６ （ 第 １  
部 品 ） と を 含 ん で い る （ 図 １ ～ 図 ８ を 参 照 ） 。 一 方 、 非 外 郭 構 成 部 品 は 、 柱 状 の 第 ５ 形 象  
部 品 １ ７ （ 第 ３ 部 品 ） と 、 柱 状 の ２ 個 の 第 ６ 形 象 部 品 １ ８ （ 第 ４ 部 品 ） と を 含 ん で い る （  
図 １ 、 図 ２ お よ び 図 ９ を 参 照 ） 。 な お 、 前 記 の 「 椀 状 」 と 「 環 状 」 と 「 扇 状 」 と 「 柱 状 」  
は 各 部 品 の 形 を 幾 何 学 的 に 区 別 す る た め に 使 用 し た 広 義 な も の で あ り 、 「 椀 」 と 「 環 」 と  
「 扇 」 と 「 柱 」 の 語 に よ っ て 狭 義 に 解 さ れ る べ き も の で は な い 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 ま た 、 外 郭 構 成 部 品 で あ る 部 品 １ １ ～ １ ６ と 、 非 外 郭 構 成 部 品 で あ る 部 品 １ ７ お よ び １  
８ は 、 部 品 相 互 を 着 脱 可 能 に 連 結 す る た め の 手 段 、 具 体 的 に は 着 脱 を 可 能 と す る た め の 連  
結 部 と し て の 凹 部 と 凸 部 を 適 宜 有 し て お り 、 凸 部 が 凹 部 に 嵌 め 込 み 可 能 に 構 成 さ れ て い る  
。 な お 、 前 記 の 「 凹 部 」 に は 非 貫 通 穴 や 溝 や 貫 通 孔 等 が 含 ま れ 、 「 凹 部 」 お よ び 「 凸 部 」  
の 形 は 着 脱 が 可 能 で あ れ ば 図 示 例 の 形 に 限 定 さ れ る も の で は な い 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 外 郭 構 成 部 品 で あ る 部 品 １ １ ～ １ ６ に つ い て 順 に 補 足 す る と 、 図 ２ お よ び 図 ３ に 示 し た  
よ う に 、 第 １ 形 象 部 品 １ １ （ 第 ２ 部 品 ） の 左 右 面 に は 、 扇 状 の 開 放 部 １ １ ａ が 左 右 対 称 に  
１ 個 ず つ 設 け ら れ て い る 。 ま た 、 第 １ 形 象 部 品 １ １ の 上 面 の 左 右 位 置 に は 、 扇 状 の 窪 み 部  
１ １ ｂ が 左 右 対 称 に １ 個 ず つ 設 け ら れ て お り 、 各 窪 み 部 １ １ ｂ の 底 面 に は 、 連 結 部 と し て  
の 凹 部 １ １ ｃ が ２ 個 ず つ 設 け ら れ て い る 。 窪 み 部 １ １ ｂ は 、 第 １ 形 象 部 品 １ １ に 第 ４ 形 象  
部 品 １ ６ を 取 り 付 け る 際 に 、 所 定 の 位 置 に 案 内 が 可 能 な 位 置 決 め 部 と し て 機 能 す る 。 さ ら  
に 、 第 １ 形 象 部 品 １ １ の 上 面 の 前 寄 り 位 置 に は 、 連 結 部 と し て の 凹 部 １ １ ｄ が １ 個 設 け ら  
れ て い る 。 さ ら に 、 第 １ 形 象 部 品 １ １ の 上 面 の 左 右 位 置 に は 、 連 結 部 と し て の 凹 部 １ １ ｅ  
が 左 右 対 称 に １ 個 ず つ 設 け ら れ て い る 。 凹 部 １ １ ｃ 、 １ １ ｄ 、 １ １ ｅ は 、 他 の 部 品 を 取 り  
付 け る た め の 取 付 部 と も い え る 。 さ ら に 、 第 １ 形 象 部 品 １ １ の 下 面 （ 開 放 部 １ １ ａ を 除 く  
） の 前 後 位 置 に は 、 連 結 部 と し て の 凸 部 １ １ ｆ が 前 後 対 称 に １ 個 ず つ 設 け ら れ て い る 。 さ  
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ら に 、 第 １ 形 象 部 品 １ １ の 各 開 放 部 １ １ ａ の 上 面 に は 、 連 結 部 と し て の 凹 部 １ １ ｇ が 左 右  
対 称 に ２ 個 ず つ 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 図 ２ お よ び 図 ４ に 示 し た よ う に 、 土 台 部 品 １ ２ （ 第 ５ 部 品 ） の 上 面 の 前 後 位 置 に は 、 連  
結 部 と し て の 凹 部 １ ２ ａ が 前 後 対 称 に １ 個 ず つ 設 け ら れ て い る 。 当 該 凹 部 １ ２ ａ は 、 第 １  
形 象 部 品 １ １ の 下 面 の 凸 部 １ １ ｆ へ の 着 脱 を 可 能 と し て い る 。 ま た 、 土 台 部 品 １ ２ の 上 面  
の 左 右 位 置 に は 、 連 結 部 と し て の 凸 部 １ ２ ｂ が 左 右 対 称 に １ 個 ず つ 設 け ら れ て い る 。 さ ら  
に 、 土 台 部 品 １ ２ の 下 面 の 左 右 位 置 に は 、 連 結 部 と し て の 凹 部 １ ２ ｃ が 左 右 対 称 に １ 個 ず  
つ 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 図 ２ お よ び 図 ５ に 示 し た よ う に 、 第 ２ 形 象 部 品 １ ３ （ 第 ７ 部 品 ） の 上 面 の 左 右 位 置 に は  
、 連 結 部 と し て 凸 部 １ ３ ａ が 左 右 対 称 に １ 個 ず つ 設 け ら れ て い る 。 当 該 凸 部 １ ３ ａ は 、 土  
台 部 品 １ ２ の 下 面 の 凹 部 １ ２ ｃ へ の 着 脱 を 可 能 と し て い る 。 ま た 、 第 ２ 部 品 １ ３ の 下 面 の  
中 央 位 置 に は 、 連 結 部 と し て の 円 孔 １ ３ ｂ が 設 け ら れ て い る 。 さ ら に 、 第 ２ 形 象 部 品 １ ３  
の 左 右 面 に は 、 連 結 部 と し て の 凹 部 １ ３ ｃ が 前 後 対 称 に ２ 個 ず つ 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 図 ２ お よ び 図 ６ に 示 し た よ う に 、 補 助 部 品 １ ４ の 上 面 の 中 央 に は 、 連 結 部 と し て の 円 柱  
部 １ ４ ａ が 設 け ら れ て い る 。 当 該 円 柱 部 １ ４ ａ は 、 第 ２ 形 象 部 品 １ ４ の 下 面 の 円 孔 １ ３ ｂ  
へ の 着 脱 を 可 能 と し て い る 。 ち な み に 、 補 助 部 品 １ ４ は 、 第 ２ 形 態 Ｆ Ｒ ２ に は 使 用 さ れ な  
い 部 品 で あ る た め 、 形 象 部 品 で は な く 補 助 部 品 の 名 称 を 用 い て い る 。 ま た 、 補 助 部 品 １ ４  
は 、 第 ２ 形 態 Ｆ Ｒ ２ で は 仕 様 さ れ な い こ と が 認 識 可 能 な 態 様 し て し て お く こ と が 好 ま し い  
。 た と え ば 、 第 ２ 形 態 Ｆ Ｒ ２ に 使 用 す る 部 品 と は 異 な る 色 と す る 、 第 ２ 形 態 Ｆ Ｒ ２ 使 用 す  
る 部 品 と は 異 な る 素 材 と す る 、 ま た は 、 使 用 し な い こ と が わ か る 表 示 を 施 す こ と が 例 と し  
て 挙 げ ら れ る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 図 ２ お よ び 図 ７ に 示 し た よ う に 、 各 第 ３ 形 象 部 品 １ ５ （ 第 ６ 部 品 ） は 、 第 １ 形 象 部 品 １  
１ の 各 開 放 部 １ １ ａ が 形 成 さ れ た 位 置 へ の 連 結 が 可 能 で あ り 、 連 結 状 態 で 各 開 放 部 １ １ ａ  
を 閉 塞 す る こ と が で き る 。 ま た 、 各 第 ３ 形 象 部 品 １ ５ の 上 面 の 前 後 位 置 に は 、 連 結 部 と し  
て の 凸 部 １ ５ ａ が 前 後 対 称 に １ 個 ず つ 設 け ら れ て い る 。 当 該 凸 部 １ ５ ａ は 、 第 １ 形 象 部 品  
１ １ の 各 開 放 部 １ １ ａ の 上 面 の 凹 部 １ １ ｇ へ の 着 脱 を 可 能 と し て い る 。 さ ら に 、 各 第 ３ 形  
象 部 品 １ ３ の 上 面 に は 、 上 面 か ら 内 側 に 張 り 出 し た 扇 状 の 鍔 部 １ ５ ｂ が 一 体 形 成 さ れ て い  
て 、 各 鍔 部 １ ５ ｂ の 上 面 の 前 後 位 置 に は 、 連 結 部 と し て の 凸 部 １ ５ ｃ が 前 後 対 称 に １ 個 ず  
つ 設 け ら れ て い る 。 さ ら に 、 各 第 ３ 形 象 部 品 １ ５ の 下 面 の 中 央 位 置 に は 、 連 結 部 と し て の  
凹 部 １ ５ ｄ が １ 個 ず つ 設 け ら れ て い る 。 当 該 凹 部 １ ５ ｄ は 、 土 台 部 品 １ ２ の 上 面 の 凸 部 １  
２ ｂ へ の 着 脱 を 可 能 と し て い る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 図 ２ お よ び 図 ８ に 示 し た よ う に 、 各 第 ４ 形 象 部 品 １ ６ （ 第 １ 部 品 ） は 、 第 １ 形 象 部 品 １  
１ の 各 窪 み 部 １ １ ｂ が 形 成 さ れ た 位 置 へ の 連 結 が 可 能 で あ り 、 連 結 状 態 で 各 窪 み 部 １ １ ｂ  
を 閉 塞 す る こ と が で き る 。 し た が っ て 、 第 １ 形 象 部 品 １ １ の 各 窪 み 部 １ １ ｂ の 底 面 内 に 形  
成 さ れ 、 他 の 部 品 を 取 り 付 け 可 能 な 取 付 部 で あ る 第 １ 形 象 部 品 １ １ の 凹 部 １ １ ｃ は 、 各 第  
４ 形 象 部 品 １ ６ で 覆 わ れ る こ と に な る 。 ま た 、 各 第 ４ 形 象 部 品 １ ６ の 下 面 の 前 後 位 置 に は  
、 連 結 部 と し て の 凸 部 １ ６ ａ が 前 後 対 称 に １ 個 ず つ 設 け ら れ て い る 。 当 該 凸 部 １ ６ ａ は 、  
第 １ 形 象 部 品 １ １ の 各 窪 み 部 １ １ ｂ の 底 面 の 凹 部 １ １ ｃ へ の 取 り 付 け を 可 能 と し て い る と  
と も に 、 第 ２ 形 象 部 品 １ ３ の 左 右 面 の 凹 部 １ ３ ｃ へ の 取 り 付 け を 可 能 と し て い る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 一 方 、 非 外 郭 構 成 部 品 で あ る 部 品 １ ７ （ 第 ３ 部 品 ） お よ び 部 品 １ ８ （ 第 ４ 部 品 ） に つ い  
て 順 に 補 足 す る と 、 図 ２ お よ び 図 ９ に 示 し た よ う に 、 第 ５ 形 象 部 品 １ ７ の 左 右 面 に は 、 連  
結 部 と し て の 凸 部 １ ７ ａ が 左 右 対 称 に １ 個 ず つ 設 け ら れ て い る 。 ま た 、 第 ５ 形 象 部 品 １ ７  
の 上 面 の 左 右 位 置 に は 、 連 結 部 と し て の 凹 部 １ ７ ｂ が 、 左 右 対 称 に ２ 個 ず つ 設 け ら れ て い  
る 。 当 該 凹 部 １ ７ ｂ は 、 各 第 ３ 形 象 部 品 １ ３ の 上 面 の 凸 部 １ ５ ｃ へ の 着 脱 を 可 能 と し て い  



10

20

30

40

50

JP 7166130 B2 2022.11.7(7)

る 。 さ ら に 、 第 ５ 形 象 部 品 １ ７ の 下 面 の 左 右 位 置 に は 、 連 結 部 と し て の 凸 部 １ ７ ｃ が 左 右  
対 称 に ２ 個 ず つ 設 け ら れ て い る 。 当 該 凸 部 １ ７ ｃ は 、 第 １ 形 象 部 品 １ １ の 各 窪 み 部 １ １ ｂ  
の 底 面 の 凹 部 １ １ ｃ へ の 着 脱 を 可 能 と し て い る 。 さ ら に 、 第 ５ 形 象 部 品 １ ７ の 下 面 の 前 寄  
り 位 置 に は 、 連 結 部 と し て の 凸 部 １ ７ ｄ が １ 個 設 け ら れ て い る 。 当 該 凸 部 １ ７ ｄ は 、 第 １  
形 象 部 品 １ １ の 上 面 の 凹 部 １ １ ｄ へ の 着 脱 を 可 能 と し て い る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 図 ２ に 示 し た よ う に 、 各 第 ６ 形 象 部 品 １ ８ の 端 面 に は 、 連 結 部 と し て の 凹 部 １ ８ ａ が １  
個 設 け ら れ て い る 。 当 該 凹 部 １ ８ ａ は 、 第 ５ 形 象 部 品 １ ７ の 左 右 面 の 凸 部 １ ７ ａ へ の せ を  
可 能 と し て い る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 次 に 、 図 １ に 示 し た 第 １ 形 態 Ｆ Ｒ １ 、 特 に 外 郭 構 成 部 品 で あ る 部 品 １ １ ～ １ ６ の 連 結 （  
取 り 付 け ） 態 様 に つ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 第 １ 形 態 Ｆ Ｒ １ に あ っ て は 、 図 １ に 示 し た よ う に 、 第 １ 形 象 部 品 １ １ に 土 台 部 品 １ ２ が  
着 脱 可 能 に 連 結 さ れ 、 土 台 部 品 １ ２ に 第 ２ 形 象 部 品 １ ３ が 着 脱 可 能 に 連 結 さ れ 、 第 ２ 形 象  
部 品 １ ３ に 補 助 部 品 １ ４ が 連 結 さ れ て い る 。 当 該 連 結 は 、 第 １ 形 象 部 品 １ １ の 下 面 の 凸 部  
１ １ ｆ に 土 台 部 品 １ ２ の 上 面 の 凹 部 １ ２ ａ を 嵌 め 合 わ せ （ 図 ３ お よ び 図 ４ を 参 照 ） 、 土 台  
部 品 １ ２ の 下 面 の 凹 部 １ ２ ｃ に 第 ２ 形 象 部 品 １ ３ の 上 面 の 凸 部 １ ３ ａ を 嵌 め 合 わ せ （ 図 ４  
お よ び 図 ５ を 参 照 ） 、 第 ２ 形 象 部 品 １ ３ の 下 面 の 円 孔 １ ３ ｂ に 補 助 部 品 １ ４ の 上 面 の 円 柱  
部 １ ４ ａ を 嵌 め 合 わ せ る （ 図 ５ お よ び 図 ６ を 参 照 ） こ と に よ っ て 為 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 ま た 、 第 １ 形 態 Ｆ Ｒ １ に あ っ て は 、 図 １ に 示 し た よ う に 、 第 １ 形 象 部 品 １ １ の 各 開 放 部  
１ １ ａ が 形 成 さ れ た 位 置 に 第 ３ 形 象 部 品 １ ５ が そ れ ぞ れ 連 結 さ れ 、 第 １ 形 象 部 品 １ １ の 各  
窪 み 部 １ １ ｂ が 形 成 さ れ た 位 置 に 第 ４ 形 象 部 品 １ ６ が そ れ ぞ れ 連 結 さ れ て い る 。 各 第 ３ 形  
象 部 品 １ ５ の 連 結 は 、 第 １ 形 象 部 品 １ １ の 各 開 放 部 １ １ ａ の 上 面 の 凹 部 １ １ ｇ に 各 第 ３ 形  
象 部 品 １ ５ の 上 面 の 凸 部 １ ５ ａ を 嵌 め 合 わ せ る （ 図 ３ お よ び 図 ７ を 参 照 ） と と も に 、 土 台  
部 品 １ ２ の 上 面 の 凸 部 １ ２ ｂ に 各 第 ３ 形 象 部 品 １ ５ の 下 面 の 凹 部 １ ５ ｄ を 嵌 め 合 わ せ る （  
図 ４ お よ び 図 ７ を 参 照 ） こ と に よ っ て 為 さ れ て い る 。 図 １ か ら 分 か る よ う に 、 各 第 ３ 形 象  
部 品 １ ５ の 連 結 に よ っ て 第 １ 形 象 部 品 １ １ の 各 開 放 部 １ １ ａ は 閉 塞 さ れ て い る 。 各 第 ４ 形  
象 部 品 １ ６ の 連 結 は 、 第 １ 形 象 部 品 １ １ の 各 窪 み 部 １ １ ｂ の 底 面 の 凹 部 １ １ ｃ に 各 第 ４ 形  
象 部 品 １ ６ の 下 面 の 凸 部 １ ６ ａ を 嵌 め 合 わ せ る （ 図 ３ お よ び 図 ８ を 参 照 ） こ と に よ っ て 為  
さ れ て い る 。 図 １ か ら 分 か る よ う に 、 各 第 ４ 形 象 部 品 １ ６ の 連 結 に よ っ て 第 １ 形 象 部 品 １  
１ の 各 窪 み 部 １ １ ｂ は 閉 塞 さ れ て い る 。 ま た 、 第 １ 形 象 部 品 １ １ の 各 窪 み 部 １ １ ｂ の 底 面  
内 に 形 成 さ れ 、 他 の 部 品 を 取 り 付 け 可 能 な 取 付 部 で あ る 第 １ 形 象 部 品 １ １ の 凹 部 １ １ ｃ が  
、 各 第 ４ 形 象 部 品 １ ６ で 覆 わ れ る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 す な わ ち 、 図 １ に 示 し た 第 １ 形 態 Ｆ Ｒ １ に あ っ て は 、 外 郭 構 成 部 品 で あ る 部 品 １ １ ～ １  
６ に よ っ て 外 郭 体 （ 符 号 省 略 ） が 構 成 さ れ て い る 。 当 該 外 郭 体 （ 符 号 省 略 ） は 図 １ （ Ｄ ）  
に 示 し た 内 部 空 洞 Ｆ Ｒ １ ａ を 有 し て お り 、 非 外 郭 構 成 部 品 で あ る 部 品 １ ７ お よ び １ ８ は 当  
該 内 部 空 洞 Ｆ Ｒ １ ａ に 収 容 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 次 に 、 図 １ 、 図 ２ 、 図 １ ０ お よ び 図 １ １ を 引 用 し て 、 図 １ に 示 し た 第 １ 形 態 Ｆ Ｒ １ か ら  
図 １ ２ に 示 し た 第 ２ 形 態 Ｆ Ｒ ２ に 変 化 さ せ る 方 法 例 に つ い て 説 明 す る 。 な お 、 こ こ で 説 明  
す る 方 法 例 は 好 適 な 一 例 で あ っ て 、 第 １ 形 態 Ｆ Ｒ １ か ら 第 ２ 形 態 Ｆ Ｒ ２ に 変 化 さ せ る 方 法  
を 制 限 す る も の で は な い 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 最 初 に 、 図 １ に 示 し た 第 １ 形 態 Ｆ Ｒ １ の 外 郭 体 （ 符 号 省 略 ） を 図 ２ に 示 し た よ う に 分 解  
す る 。 当 該 分 解 は 、 第 １ 形 態 Ｆ Ｒ １ か ら 補 助 部 品 １ ４ と 第 ２ 形 象 部 品 １ ３ と 土 台 部 品 １ ２  
を 取 り 外 す と と も に 、 第 １ 形 象 部 品 １ １ か ら 各 第 ３ 形 象 部 品 １ ５ と 各 第 ４ 形 象 部 品 １ ６ を  
取 り 外 す こ と に よ っ て 簡 単 に 行 う こ と が で き る 。 ま た 、 外 郭 体 （ 符 号 省 略 ） の 分 解 に よ り  
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、 第 １ 形 態 Ｆ Ｒ １ に お け る 収 容 部 か ら 第 ５ 形 象 部 品 １ ７ と 各 第 ６ 形 象 部 品 １ ８ が 取 り 出 さ  
れ る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 そ し て 、 図 １ ０ （ Ａ ） に 示 し た よ う に 、 土 台 部 品 １ ２ を 卓 上 等 の 平 坦 面 Ｆ Ｓ に 置 き 、 土  
台 部 品 １ ２ の 上 面 の 凹 部 １ ２ ａ に 第 １ 形 象 部 品 １ １ の 下 面 の 凸 部 １ １ ｆ を 嵌 め 合 わ せ て 、  
土 台 部 品 １ ４ に 第 １ 形 象 部 品 １ １ を 連 結 し て 取 り 付 け る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 そ し て 、 図 １ ０ （ Ｂ ） に 示 し た よ う に 、 第 １ 形 象 部 品 １ １ の 上 面 の 凹 部 １ １ ｅ に 、 上 下  
反 転 さ せ た 後 の 第 ２ 形 象 部 品 １ ３ の 上 面 （ 図 中 は 下 面 ） の 凸 部 １ ３ ａ を 嵌 め 合 わ せ て 、 第  
１ 形 象 部 品 １ １ に 第 ２ 形 象 部 品 １ ３ を 連 結 し て 取 り 付 け る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 そ し て 、 図 １ ０ （ Ｃ ） に 示 し た よ う に 、 第 １ 形 象 部 品 １ １ の 各 窪 み 部 １ １ ｂ の 底 面 の 凹  
部 １ １ ｃ と 第 １ 形 象 部 品 １ １ の 上 面 前 寄 り 位 置 の 凹 部 １ １ ｄ に 、 第 ２ 形 象 部 品 １ ３ の 内 孔  
（ 符 号 省 略 ） を 通 じ て 、 第 ５ 形 象 部 品 １ ７ の 下 面 の 凸 部 １ ７ ｃ と 凸 部 １ ７ ｄ を そ れ ぞ れ 嵌  
め 合 わ せ て 、 第 １ 形 象 部 品 １ １ に 第 ５ 形 象 部 品 １ ７ を 連 結 し て 取 り 付 け る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 そ し て 、 図 １ ０ （ Ｃ ） に 示 し た よ う に 、 第 ５ 形 象 部 品 １ ７ の 左 右 面 の 凸 部 １ ７ ａ そ れ ぞ  
れ に 、 第 ６ 形 象 部 品 １ ８ の 凹 部 １ ８ ａ を 嵌 め 合 わ せ て 、 第 ５ 形 象 部 品 １ ７ に 各 第 ６ 形 象 部  
品 １ ８ を 連 結 し て 取 り 付 け る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 そ し て 、 図 １ １ （ Ａ ） に 示 し た よ う に 、 第 ５ 形 象 部 品 １ ７ の 上 面 の 凹 部 １ ７ ｂ に 、 上 下  
反 転 さ せ た 後 の 各 第 ３ 形 象 部 品 １ ５ の 上 面 （ 図 中 は 下 面 ） の 凸 部 １ ５ ｃ を 嵌 め 合 わ せ て 、  
第 ５ 形 象 部 品 １ ７ に 各 第 ３ 形 象 部 品 １ ５ を 連 結 し て 取 り 付 け る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 そ し て 、 図 １ １ （ Ｂ ） に 示 し た よ う に 、 第 ２ 形 象 部 品 １ ３ の 左 右 面 の 凹 部 １ ３ ｃ そ れ ぞ  
れ に 、 各 第 ４ 形 象 部 品 １ ６ の 下 面 の 凸 部 １ ６ ａ を 嵌 め 合 わ せ て 、 第 ２ 形 象 部 品 １ ３ に 各 第  
４ 形 象 部 品 １ ６ を 連 結 し て 取 り 付 け る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 以 上 で 、 図 １ ２ に 示 し た 第 ２ 形 態 Ｆ Ｒ ２ が 得 ら れ る 。 先 に 述 べ た よ う に 第 ２ 形 態 Ｆ Ｒ ２  
は キ ャ ラ ク タ ー （ ロ ボ ッ ト ） を 摸 し た 外 観 を 有 す る も の で あ る た め 、 第 １ 形 象 部 品 １ １ は  
胸 部 に 相 当 し 、 第 ２ 形 象 部 品 １ ３ は 肩 部 に 相 当 し 、 第 ５ 形 象 部 品 １ ７ は 頭 部 に 相 当 し 、 各  
第 ３ 形 象 部 品 １ ５ は 頭 装 飾 部 に 相 当 し 、 各 第 ６ 形 象 部 品 １ ８ も 頭 装 飾 部 に 相 当 し 、 各 第 ４  
形 象 部 品 １ ６ は 、 肩 装 飾 部 に 相 当 す る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 次 に 、 前 述 の 組 立 玩 具 に よ っ て 得 ら れ る 主 た る 作 用 効 果 に つ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 〈 作 用 効 果 １ 〉 第 ２ 形 態 Ｆ Ｒ ２ に お い て 第 １ 形 象 部 品 １ １ に 第 ５ 形 象 部 品 １ ７ を 取 り 付  
け る 凹 部 １ １ ｃ の 少 な く と も 一 部 は 、 第 １ 形 態 Ｆ Ｒ １ に お い て 第 ４ 形 象 部 品 １ ６ で 覆 わ れ  
る こ と に よ り 、 凹 部 １ １ ｃ の 少 な く と も 一 部 は 、 第 １ 形 態 Ｆ Ｒ １ に お い て 露 出 し な い 。 し  
た が っ て 、 凹 部 １ １ ｃ が 第 １ 形 態 Ｆ Ｒ １ に お け る 形 状 に 与 え る 影 響 を 抑 制 す る こ と が 可 能  
と な る こ と に よ り 、 第 １ 形 態 Ｆ Ｒ １ か ら 第 ２ 形 態 Ｆ Ｒ ２ へ の 変 化 す る 組 立 玩 具 の 興 趣 性 を  
向 上 さ せ る こ と が で き る 。 特 に 、 第 １ 形 態 Ｆ Ｒ １ が 球 状 を 含 む 幾 何 学 的 な 形 態 の 場 合 は 、  
凹 部 等 が 露 出 す る こ と に よ る 美 観 へ の 影 響 が 大 き く な り 得 る た め 、 凹 部 等 の 露 出 が 抑 制 さ  
れ る 態 様 と す る こ と が 好 ま し い 。 ま た 、 凹 部 １ １ ｃ が 第 １ 形 象 部 品 １ １ を 貫 通 し た 孔 で あ  
る 場 合 、 凹 部 １ １ ｃ が 大 き く 形 成 さ れ る 場 合 、 収 容 部 に 収 容 さ れ る 非 外 郭 構 成 部 品 が 収 容  
部 か ら 凹 部 １ １ ｃ を 通 っ て 外 部 へ 落 下 し て し ま う 虞 れ が あ る 。 し か し 、 凹 部 １ １ ｃ を 第 ４  
形 象 部 品 １ ６ で 覆 う こ と に よ り 、 外 部 へ の 落 下 を 防 止 す る こ と が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 〈 作 用 効 果 ２ 〉 第 １ 形 態 Ｆ Ｒ １ の 外 郭 体 （ 符 号 省 略 ） を 構 成 す る 外 郭 構 成 部 品 １ １ ～ １  
６ の う ち の １ 個 を 土 台 部 品 １ ２ と し て 使 用 で き る よ う に し 、 第 １ 形 態 Ｆ Ｒ １ か ら 第 ２ 形 態  
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Ｆ Ｒ ２ に 変 化 さ せ る と き に 当 該 土 台 部 品 １ ２ に 他 の 外 郭 構 成 部 品 １ １ 、 １ ３ 、 １ ５ お よ び  
１ ６ と 非 外 郭 構 成 部 品 １ ７ お よ び １ ８ を 取 り 付 け る 方 法 を 採 用 で き る の で 、 第 １ 形 態 Ｆ Ｒ  
１ か ら 第 ２ 形 態 Ｆ Ｒ ２ へ の 変 化 を 安 定 し た 状 態 下 で 容 易 か つ 的 確 に 行 う こ と が で き る 。 す  
な わ ち 、 第 １ 形 態 Ｆ Ｒ １ か ら 第 ２ 形 態 Ｆ Ｒ ２ へ の 変 化 の 難 し さ が 支 障 と な っ て 、 形 態 変 化  
に 係 る 楽 し さ お よ び 面 白 さ が 半 減 し て し ま う よ う な こ と は な く 、 む し ろ 、 前 記 の 容 易 性 お  
よ び 的 確 性 に よ っ て 第 １ 形 態 Ｆ Ｒ １ か ら 第 ２ 形 態 Ｆ Ｒ ２ へ の 変 化 に 係 る 楽 し さ お よ び 面 白  
さ を 増 す こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 〈 作 用 効 果 ３ 〉 第 １ 形 態 Ｆ Ｒ １ の 外 郭 体 （ 符 号 省 略 ） を 構 成 す る 外 郭 構 成 部 品 １ １ ～ １  
６ の う ち の 土 台 部 品 １ ２ と 補 助 部 材 １ ４ を 除 く 他 の 外 郭 構 成 部 品 １ １ 、 １ ３ 、 １ ５ お よ び  
１ ６ を 第 ２ 形 態 Ｆ Ｒ ２ を 部 分 的 に 形 象 す る 部 品 と し て 使 用 で き る た め 、 外 郭 体 （ 符 号 省 略  
） の 内 部 空 洞 Ｆ Ｒ １ ａ に 収 容 さ れ る 非 外 郭 構 成 部 品 の 個 数 を 極 力 低 減 す る こ と が で き る 。  
換 言 す れ ば 、 外 郭 体 （ 符 号 省 略 ） の 大 き さ に 制 限 が あ る 場 合 で も 、 前 記 の 外 郭 構 成 部 品 １  
１ ～ １ ３ 、 １ ５ お よ び １ ６ を 利 用 し て 趣 向 に 富 ん だ 第 ２ 形 態 Ｆ Ｒ ２ を 得 る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 〈 作 用 効 果 ４ 〉 第 ２ 形 態 Ｆ Ｒ ２ に お い て 第 ５ 形 象 部 品 １ ７ が 連 結 さ れ る 第 １ 形 象 部 品 １  
１ 側 の 連 結 部 （ 凹 部 １ １ ｃ お よ び １ １ ｄ ） の う ち の 凹 部 １ １ ｃ が 、 第 １ 形 態 Ｆ Ｒ １ に お い  
て 第 １ 形 象 部 品 １ １ に 第 ４ 形 象 部 品 １ ６ を 連 結 す る た め の 連 結 部 を 兼 用 し て い る た め 、 当  
該 兼 用 に よ っ て 第 １ 形 象 部 品 １ １ に 設 け れ る 連 結 部 の 個 数 を 減 ら し て 製 作 の 容 易 化 に 貢 献  
す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 次 に 、 前 述 の 組 立 玩 具 の 変 形 例 に つ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 〈 変 形 例 １ 〉 前 述 の 組 立 玩 具 で は 、 各 第 ３ 形 象 部 品 １ ５ の 上 面 に 連 結 部 と し て の 凸 部 １  
５ ａ お よ び 凸 部 １ ５ ｃ を 設 け た も の を 示 し た が 、 凸 部 １ ５ ａ を 排 除 す る 一 方 、 第 １ 形 象 部  
品 １ １ の 各 開 放 部 １ １ ａ の 上 面 か ら 内 側 に 張 り 出 し 鍔 部 を 一 体 形 成 し て 、 当 該 鍔 部 に 、 各  
第 ３ 形 象 部 品 １ ５ の 上 面 の 凸 部 １ ５ ｃ と の 嵌 め 合 わ せ を 可 能 と し た 凹 部 １ １ ｇ 代 替 の 凹 部  
を 設 け る よ う に し て も よ い 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 〈 変 形 例 ２ 〉 土 台 部 品 １ ２ と 第 ２ 形 態 Ｆ Ｒ ２ を 部 分 的 に 形 象 す る 第 １ ～ 第 ６ 形 象 部 品 １  
１ 、 １ ３ 、 １ ５ お よ び １ ６ ～ １ ８ に 設 け た 連 結 部 と し て の 凹 部 と 凸 部 は 、 同 様 の 着 脱 自 在  
な 連 結 が 可 能 で あ れ ば 、 凹 部 を 凸 部 に 変 更 し た り 、 凸 部 を 凹 部 に 変 更 し て も よ い 。 た だ し  
、 土 台 部 品 １ ２ は 卓 上 等 の 平 坦 面 Ｆ Ｓ に 置 か れ る 最 下 位 の 部 品 で あ る た め 、 そ の 下 面 に は  
凸 部 が な い 方 が 好 ま し い 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 〈 変 形 例 ３ 〉 土 台 部 品 １ ２ と 第 ２ 形 態 Ｆ Ｒ ２ を 部 分 的 に 形 象 す る 第 １ ～ 第 ６ 形 象 部 品 １  
１ 、 １ ３ 、 １ ５ お よ び １ ６ ～ １ ８ に 設 け た 連 結 部 と し て の 凹 部 と 凸 部 の 個 数 は 、 同 様 の 着  
脱 自 在 可 能 な 連 結 を 実 現 す る こ と が 可 能 で あ れ ば 、 適 宜 増 減 し て も よ い 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 〈 変 形 例 ４ 〉 第 ２ 形 態 Ｆ Ｒ ２ を 部 分 的 に 形 象 す る 部 品 と し て 計 ６ 個 の 第 １ ～ 第 ６ 形 象 部  
品 １ １ 、 １ ３ 、 １ ５ お よ び １ ６ ～ １ ８ を 例 示 し た が 、 外 郭 構 成 部 品 １ １ ～ １ ６ の 個 数 を 増  
加 す る こ と に よ っ て 、 第 ２ 形 態 Ｆ Ｒ ２ を 部 分 的 に 形 象 す る 部 品 の 個 数 を 増 加 す る こ と も 可  
能 で あ る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 〈 変 形 例 ５ 〉 第 １ 形 象 部 品 １ １ と し て 上 面 の 左 右 位 置 に 窪 み 部 １ １ ｂ が 左 右 対 称 に １ 個  
ず つ 設 け ら れ た も の を 示 し た が 、 図 １ ３ に 示 し た よ う に 、 第 １ 形 象 部 品 １ １ ’ の 上 面 の 中 央  
位 置 に 円 状 の 窪 み 部 １ １ ｂ ’ を 形 成 し て そ の 底 面 に 凹 部 １ １ ｃ と 凹 部 １ １ ｄ を 設 け る と と も  
に 、 当 該 窪 み 部 １ １ ｂ ’ を 円 状 の 部 品 １ ６ ’ で 着 脱 可 能 に 被 覆 す る よ う に し て も よ い 。 言 い  
換 え る と 、 位 置 決 め 部 で あ る 窪 み 部 １ １ ｂ ’ の 内 側 に 凹 部 １ １ ｃ と 凹 部 １ １ ｄ を 設 け る よ う  
に し て も よ い 。 こ の 場 合 、 図 ８ に 示 し た 第 ４ 形 象 部 品 １ ６ が 無 く な っ て し ま う が 、 円 状 の  
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部 品 １ ６ ’ を 半 円 状 の ２ 部 品 構 成 と し て 当 該 ２ 部 品 を 第 ４ 形 象 部 品 １ ６ の 代 替 部 品 と し て 利  
用 で き る よ う に し て よ く 、 あ る い は 、 椀 状 の 補 助 部 品 １ ４ を ２ 部 品 構 成 と し て 当 該 ２ 部 品  
を 第 ４ 形 象 部 品 １ ６ の 代 替 部 品 と し て 利 用 で き る よ う に し て も よ い 。 こ の よ う に 、 第 １ 形  
態 Ｆ Ｒ １ に お い て 外 殻 構 成 部 品 で あ る 第 １ 形 象 部 品 １ １ が 取 り 付 け ら れ る 面 内 に 第 ２ 形 態  
Ｆ Ｒ ２ に お い て そ の 他 の 部 品 を 取 り 付 け る た め の 凹 部 １ １ ｃ 、 凹 部 １ １ ｄ を 配 置 し て お く  
こ と で 、 第 １ 形 態 Ｆ Ｒ １ に お い て 凹 部 １ １ ｃ 、 凹 部 １ １ ｄ が 露 出 し な く な り 、 第 １ 形 態 に  
お け る 形 状 に 与 え る 影 響 を さ ら に 抑 制 す る こ と が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 〈 変 形 例 ６ 〉 第 １ 形 象 部 品 １ １ と し て 上 面 の 左 右 位 置 に 窪 み 部 １ １ ｂ （ 図 ３ （ Ａ ） を 参  
照 ） を 設 け た も の と 上 面 の 中 央 位 置 に 窪 み 部 １ １ ｂ ’ （ 図 １ ３ （ Ｂ ） を 参 照 ） を 設 け た も の  
を 示 し た が 、 図 ３ （ Ａ ） に 示 し た 窪 み 部 １ １ ｂ を 、 図 １ ４ （ Ａ ） に 示 し た 窪 み 部 １ １ ｂ １  
の よ う な 環 状 溝 （ 窪 み 部 １ １ ｂ の 内 周 に 沿 う 凹 部 １ １ ｃ を 包 含 す る 環 状 溝 ） で 代 用 し て も  
よ い 。 ま た 、 図 １ ３ （ Ｂ ） に 示 し た 窪 み 部 １ １ ｂ ’ を 、 図 １ ４ （ Ｂ ） に 示 し た 窪 み 部 １ １ ｂ  
１ ’ の よ う な 内 外 ２ 重 の 環 状 溝 （ 外 側 は 窪 み 部 １ １ ｂ ’ の 内 周 に 沿 っ た 環 状 溝 、 内 側 は 凹 部  
１ １ ｃ を 包 含 す る 環 状 溝 ） で 代 用 し て も よ い 。 ち な み に 、 図 １ ４ （ Ａ ） に 示 し た 窪 み 部 １  
１ ｂ １ を 採 用 す る 場 合 に は 、 第 ４ 形 象 部 品 １ ６ の 下 面 に 窪 み 部 １ １ ｂ １ に 対 応 し た 凸 部 １  
６ ａ 付 き の 環 状 突 起 を 設 け て お い て 、 第 １ 形 態 Ｆ Ｒ １ で は 当 該 環 状 突 起 を 窪 み 部 １ １ ｂ １  
に 嵌 め 合 わ せ る よ う に す る と よ い 。 ま た 、 図 １ ４ （ Ｂ ） に 示 し た 窪 み 部 １ １ ｂ １ ’ を 採 用 す  
る 場 合 に は 、 円 状 の 部 品 １ ６ ’ の 下 面 に 窪 み 部 １ １ ｂ １ ’ に 対 応 し た 内 外 ２ 重 の 環 状 突 起 を  
設 け て お い て 、 第 １ 形 態 Ｆ Ｒ １ で は 当 該 環 状 突 起 を 窪 み 部 １ １ ｂ １ ’ に 嵌 め 合 わ せ る よ う に  
す る と よ い 。 こ の よ う に 、 位 置 決 め 部 で あ る 窪 み を 窪 み 部 １ １ ｂ １ 、 窪 み 部 １ １ ｂ １ ’ の よ  
う な 環 状 溝 と す る こ と で 、 窪 み 部 １ １ ｂ の よ う に 位 置 決 め 部 全 体 を 窪 み で 形 成 し た 場 合 よ  
り も 第 １ 形 態 に お け る 形 状 に 与 え る 影 響 を 抑 制 す る こ と が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 さ ら に 、 図 １ ４ （ Ａ ） に 示 し た 窪 み 部 １ １ ｂ １ と 図 １ ４ （ Ｂ ） に 示 し た 窪 み 部 １ １ ｂ １ ’  
を 採 用 す る 場 合 、 第 ５ 形 象 部 品 １ ７ の 下 面 に 、 窪 み 部 １ １ ｂ １ お よ び １ １ ｂ １ ’ の 少 な く と  
も 一 部 へ の 着 脱 自 在 な 嵌 め 合 わ せ を 可 能 と し た 環 状 突 起 ま た は 非 環 状 突 起 を 形 成 し て お い  
て 、 第 １ 形 象 部 品 １ １ の 凹 部 １ １ ｃ お よ び １ １ ｄ に 第 ５ 形 象 部 品 １ ７ の 凸 部 １ ７ ｃ お よ び  
凸 部 １ ７ ｄ を 嵌 め 合 わ せ る と き に 、 第 ５ 形 象 部 品 １ ７ の 下 面 の 環 状 突 起 ま た は 非 環 状 突 起  
を 第 １ 形 象 部 品 １ １ お よ び １ １ ’ の 窪 み 部 １ １ ｂ １ お よ び １ １ ｂ １ ’ に 嵌 め 合 わ せ る よ う に  
し て も よ い 。 こ の よ う に す れ ば 、 第 １ 形 象 部 品 １ １ に 第 ５ 形 象 部 品 １ ７ を 連 結 し た と き の  
当 該 第 ５ 形 象 部 品 １ ７ の 姿 勢 を よ り 安 定 化 す る こ と が で き る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 Ｆ Ｒ １ … 第 １ 形 態 、 Ｆ Ｒ １ ａ … 内 部 空 洞 、 Ｆ Ｒ ２ … 第 ２ 形 態 、 １ １ … 第 １ 形 象 部 品 、 １  
１ ａ … 開 放 部 、 １ １ ｂ ， １ １ ｂ ’ ， １ １ ｂ １ ， １ １ ｂ １ ’ … 窪 み 部 、 １ ２ … 土 台 部 品 、 １ ３  
… 第 ２ 形 象 部 品 、 １ ４ … 補 助 部 品 、 １ ５ … 第 ３ 形 象 部 品 、 １ ６ … 第 ４ 形 象 部 品 、 １ ７ … 第  
５ 形 象 部 品 、 １ ８ … 第 ６ 形 象 部 品 。



10

20

30

40

50

JP 7166130 B2 2022.11.7(11)

【 図 面 】
【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】 【 図 ６ 】

【 図 ７ 】 【 図 ８ 】

【 図 ９ 】 【 図 １ ０ 】
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【 図 １ １ 】 【 図 １ ２ 】

【 図 １ ３ 】 【 図 １ ４ 】
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